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研究成果の概要（和文）：  

 ミュージアムにおける鑑賞行為の社会学的分析を行い、その知見をもとにデザイン指針を作

成し、ミュージアムガイドロボットによる鑑賞支援を行った。日系の展示を中心として多文化

環境におけるガイドと複数人の観客との相互行為の分析を行った。この知見をもとに、鑑賞支

援ロボットと日本語話者と英語話者に対して質問を行うロボットの研究を行った。 

 
 
研究成果の概要（英文）： 
In this study, we videotaped guides-multiple visitors’ interactions at various 
‘Nikkei’ museums around the world and analyzed their interactions by conversation 
analysis and interaction analysis based on ethnomethodology. From these findings, we 
support visitors’ museum experiences by developing museum guide robots. 
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1．研究開始当初の背景 
 本研究を開始した当時、研究代表者である
山崎は二系統の研究を進めていた。  
一つは、相互行為としての観賞の研究であ

る。メディアアーティストである児玉幸子の
メディアアートを観客がどのように観賞を
行うかを探求し、そこでその鑑賞行為のあり

方を日常とアートの衝突として捉えた。
Erving Goffman は、「儀礼」や「出会い」な
どの枠組みから、あたりまえに見える日常を
解明した。しかしメディアアートの存在は、
Goffman が指摘したようなわれわれの「日常
性」に、時として根元的な問いかけを行う。
Christian Heath は「ミュージアムは理想的
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な自然な実験室である」と述べたが、メディ
アアートがある空間は「日常性を浮き彫りに
する自然の実験室」であった。また、日常と
鑑賞をつなぐ「ガイド」と観客の相互行為は
見るべきものであった。 
それと並行して研究を行っていた歴史系

のミュージアムにおいても、このガイドと観
客の相互行為は重要であった。ガイドは、展
示物を解説するだけではなく、ガイド自身が
「展示」となることもあった。 
もう一つは、ミュージアムにおける鑑賞支

援研究であった。自然な環境において、ガイ
ドは解説を行うときに、文の切れ目（移行に
適切な場）で観客を見ることがわかった。そ
の知見に基づいて設計した鑑賞支援ロボッ
トに関する論文は、２００８年に ACM SIG CHI
で受賞した。そこで、様々なミュージアムに
おいて、日本語とは異なる語順の英語などの
言語のもとにおいても同じ結果が得られる
かどうかを探求することとした。 
 
2．研究の目的 
 本研究の目的は、ミュージアムでのガイド
と観客の相互行為などの鑑賞行為を、相互行
為分析を通して明らかにし、その知見に基づ
いて工学者とともに適切な鑑賞支援を行う
ことである。 
 その為に、三つの問題を明らかにすること
とした。 
(1)多文化環境における相互行為の問題の解
明：第二次世界大戦の開戦に伴い、強制収
容された歴史をもつ日系の歴史の展示を
中心に研究を行うこととした。日本、アメ
リカ、カナダにおいて、ガイドは展示をど
のように語るかを、想定される観客の知識、
経験、また国籍などによってどのように解
説を行うかを問うた。 

  
(2)多人数の相互行為の解明：ガイドが複数
人の観客を展示と解説の双方に引き込む
技法を、言語的行為と身体的行為さらに身
体的配置がどのようになっているかを明
らかにすることとした。 

 
(3)多文化環境における多人数の鑑賞支援研
究：多文化的な環境において、複数の観客
を展示と解説の双方に引き込み、展示に関
する理解を増す鑑賞支援のありかたを見
いだすこととした。 

 
3．研究の方法 
 本研究は、社会学者と工学者及び言語学者
との共同研究であるため、主要な研究目的を
遂行するために、鑑賞の相互行為分析に関わ
る先に挙げた 2の(1)と(2)は主に社会学者と
言語学者が、そして鑑賞支援である研究目的
の(3)は、社会学者と工学者が共同で行った。 

(1)多文化環境と多人数のインタラクショ
ン：多文化環境としての、日本・アメリカ・
カナダにおける日系ミュージアムにおい
てフィールドワークと撮影を行い、ガイド
と複数人の観客の相互行為を分析した。 

① 日本でのフィールドワーク：移民を多く
送った周防大島の『日本ハワイ移民資料
館』、カナダのバンクーバー近郊にあるス
ティーブストン地区に村民の多くが移住
した和歌山の『アメリカ村移民資料館』、
『JICA横浜移民資料館』において、ガイド
が移民資料を学生に説明するところを撮
影した。 

  これらの分析においては、特にストーリ
ーを語る形式と身体的行為の関わりを相
互行為分析によって明らかにした。 

② 海外でのフィールドワーク：第二次世界
大戦において日系人の収容が行われたア
メリカにおいては、三箇所を尋ねて撮影を
行った。現在最も多くの日系人が住むハワ
イでは、『日本文化センター』及び『ビシ
ョップミュージアム』にて撮影を行った。 

また、ロサンジェルスでは、第二次世界
大戦に従軍した日系人の方達へのインタ
ビューと『全米日系人博物館』及び『マン
ザナー収容所史跡』を訪れ、それぞれ観客
に説明を行うところを撮影した。カナダで
は、『日系ヘリテージセンター』にて、観
客への説明を録画した。 

  これらのデータに関して、多文化環境に
おいてガイドが複数人を解説に巻き込む
技法の会話分析及び相互行為分析をした。 

 
(2)鑑賞支援の社会学的工学的ヒューマンイ
ンタフェース研究 
① 『JICA 横浜海外移住資料館』にて、実証
実験を行った。 

ロボットは予備質問と本質問からなる質
問を、指さしをしながら 3人の観客に行っ
た。また本質問には、3人の中から積極的
な態度を見せた観客を選ぶこととした。本
質問の後で解答を行い、観客の知識状態が
変化することを確認した。 

② 質問を行うロボット 
  実証実験の成果から、身体的動作をしな
がら予備質問と本質問など質問を取り合
わせて観客に投げかけるロボットを開発
し、埼玉大学及び関西大学で、日本人及び
アメリカ・オーストラリアなどの英語圏出
身の英語話者を対象として実験を行った。 

 
4．研究成果 

ミュージアムにおける鑑賞行為の社会学

的分析を行い、その知見をもとにデザイン指

針を作成し、ミュージアムガイドロボットに

よる鑑賞支援を行った。 

(1)鑑賞研究の成果 



 

 

  ガイドと観客はお互いの知識や経験や

心情を察し、お互いに適切な形でツアーを

続けようとした。 

  また、ガイドは観客の知識状態や国籍な
どにより、解説のありかたを変化させるこ
とがわかった。 

  解説を語る形式には、様々なものがある

が、特に歴史展示に関しては、自分や親、

知り合いに関する第一次的な体験のスト

ーリーを語ることがしばしば見られた。 

ミュージアムは、展示やそれに付随する

標題や解説、パンフレットによって、知識

や経験を伝える、あるいは感動を喚起させ

共感させようとする。特に、歴史系ミュー

ジアムの展示では、観客が各自で物語を読

み取ることができるように、展示とその解

説を配置している。しかし、しばしば観客

は展示に関してより多くの説明を必要と

する。そのため、ガイドは展示に関して「妥

当な」物語を語る。その物語りによって包

含される（package化される）「知識や経験、

心情」を観客に伝えている。それと同時に、

お互いの関係調整をするものであったり、

カテゴリー化をすすめるものでもあった。 

ガイドの物語りに対して、観客は物語り

に含まれる「知識、経験、心情」に対する

理解や共感を示したり、あるいは二つめの

物語り（second story）を語ることもあっ

た。 

また、多文化環境においては、アイデ

ンティティによって予測される軋轢を、物

語りによって緩和することがわかった。 

  また、質問はガイドが複数人の観客を展

示や語りに引き込む技法として重要であ

ることが明らかとなった。ガイドは、観客

を引き込むためには、展示に関する「知識」

や「観察してわかること」への質問をする。

その質問は本質問の予備質問であり、予備

質問への観客の反応を質問の切れ目にお

いて観察して、本質問の宛先となる観客を

選ぶ。この質問の複雑な取り合わせが、消

極的な観客をも解説に巻き込む一つの手

段であった。 

 

(2)観賞支援研究の成果 

  上記の観賞研究の言語的行為と身体的

行為の協調に関する知見を受けて、ミュー

ジアムガイドロボットを作成し、それを検

証した。 

① 解説中の文の切れ目（文単位）で観客に

顔を向けるミュージアムガイドロボット 

 

この観賞支援ロボットは、本プロジェクト

を始める以前に研究を始めたが、本研究に

おいては、人間（聞き手）の予期がどうな

されるかを、言語的行為と身体的行為の協

調から考察した。日本語ではあるが、典型

的な日本語のように文単位の終わりに順

番配分的成分があるもの（日本語型語順）

と、英語のように文単位のはじまりに終了

のあり方が予期可能なものを比較した（欧

米言語型語順）。身体的行為を連関するこ

とによって日本語型の語順であっても、英

語のような欧米言語型の語順でも変化が

ないことがわかった。ここで、言語的行為

と身体的行為の関連の重要性がわかった。 

② 質問を行うミュージアムガイドロボッ

ト 

  フィールドワークにおいて明らかとな

ったガイドは解説に観客を巻き込むため

に「質問」を行うという知見から、観客に

質問を行うミュージアムガイドロボット

を開発した。質問の種類や、質問の宛先と

なる答える観客を選択する方法を研究し、

ロボットに実装し、その有効性を証明した。 

  
（左：クイズロボット実験  右：海外移民

資料館で実験の図） 

 

③日本語話者と英語話者へのクイズロボッ

ト 

  ②で行った質問を行うミュージアムガ

イドロボットを、さらにガイドと観客の相

互行為分析から分析を行った。ガイドは予

備質問と本質問というように、質問をコン

ビネーションによりパッケージ化し、知識

や経験のある観客や、知識や経験がなく、

興味のない観客に対応している。このよう

ないくつかの質問のコンビネーションを

実装し、クイズロボット実験を行った。そ

の結果、言語的行為と身体的行為の連関を

させることによって、英語話者も日本語話

者も反応を行うことがわかった。 
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